
　1枚の台紙（表裏）に、災害に関する情報をテーマごとにまとめてあります。

　個々に必要な記事や地図を、抜き差ししながら利用することができます。

　日々刻々と変化する自然災害に対応するため、国や行政から提供される情報

（磐田市の広報や新聞記事等）を、随時ファイリングすることにより「わたし

のための」「家族のための」「みんなのための」オリジナル防災ファイルを作

りあげてみましょう。

は じ め に

　地震や風水害などの自然災害は、私たち人間の力では食い止めることはできませんが、災害

による被害は、日ごろの備えによって減らすことができます。市や県による防災の取り組み

（公助）はもちろんですが、自分のことは自らで守ること（自助）や地域の人たちで助け合う

こと（共助）こそ、災害による被害を少なくするためには不可欠です。

　いざというときに備えて、非常持出品の準備や家屋の耐震改修、家具の固定など、まずは身

のまわりの安全対策から始めましょう。また、大きな災害が発生した場合、市や県の防災機関

による活動には限界があります。こうした場合には、何よりも地域の人たちの協力が必要で

す。みんなで協力して、災害時にすばやく行動できる体制をつくりましょう。

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

「磐田市防災ファイル」の使い方

　自然災害を完全に避けることは難しいかもしれません。しかし、災害による
被害を最小限に食い止めるため、「知識」と「準備」を日ごろから備えておく
ため本ファイルを活用してください。

防災対策は日ごろの備えから！防災対策は日ごろの備えから！

1枚目のウラ
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利用者登録完了画面が
表示されるので

画面を閉じて結構です。
「本登録完了のお知らせ」のメール

が届いて登録完了です。

全ての防災対策は正確な情報を入手することから始まります。
まずは「いわたホッとライン」に登録しましょう。

　携帯電話やパソコンなどのメール機能を利用し、市内における、さまざまな情報を配信する
サービスです。気象警報、自然災害による避難所開設や避難勧告・指示といった情報も受信す
ることができます。また、同報無線放送内容については、文字で確認できるため、聞き逃し・
聞き漏らしなどがなくなり、情報を正確に把握することができます。

entry@hotline.city.iwata.shizuoka.jp
メールを送信してください。（件名・本文なしで結構です）
QRコードが読み取り可能な携帯電話を
お使いの方は、右のQRコードをご利用
ください。

空メールを送信手順

1

返信メールが届かない場合
迷惑メール対策などで受信拒否設定をしている場合は、
hotline.city.iwata.shizuoka.jpのドメインからのメールを受信可能にしてください。
設定方法は、ご使用の携帯電話の取扱説明書をご覧いただくか、
各携帯電話会社へお問い合わせください。

「仮登録完了のお知らせ｣
というメールが届きます。

返信メールを受信手順

2

メールを開き、本文
中のURLに接続して
ください。

URLにアクセス手順

3

メール配信に同意する
をクリックします。

メール配信に同意手順

4

配信を希望する情報
を選択し「次の画面に
進む」をクリックし
ます。

希望情報を選択手順

5

入力内容登録手順

6
完　　了手順

7

利用情報確認画面を
確認し、「入力内容を
登録する」をクリッ
クします。

フリーダイヤル

0120-670-970

登録方法に関するお問い合わせはこちら登録方法に関するお問い合わせはこちら
営業時間 9：00～18：00（平日のみ）コールセンター

登
録
手
順
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防災情報を
入手しましょう

　防災情報は、テレビやラジオ、インターネットなどいろいろな方法で受け取ることができま
す。どこでどんな情報を入手できるのか、日ごろから使って慣れておきましょう。

メールで防災情報などを入手したいとき

お住まいの地域の状況を詳しく知りたいとき

雨量や河川水位を詳しく知りたいとき

お手軽に防災情報などを入手したいとき

　いわたホッとラインとは、携帯電話やパソコンなどのメール機能を利用して、市民の皆さんにさまざまな情報を配信する
サービスです。是非登録してご活用ください。

市役所のメール配信サービス「いわたホッとライン」▲

http://www.city.iwata.shizuoka.jp/shisei/kouhou/service/hotline.php

　見たいチャンネルに合わせてリモコンのd（データ、データ連動、連動デー
タなど）と書かれたボタンを押してご覧ください。

●データ放送を見るには

※機種によって設定方法が異なるので、詳しくは受信機の取扱説明書をご覧ください。
※設定できないときは、受信機の機種名・型番号をご確認のうえメーカーや購入した電器店な
どにお問い合わせください。

※登録は無料ですが、配信の登録や変更、削除、メール受信などにかかる通信料やパケット通信費は利用者の負担となります。

スマホのアプリで防災情報を入手したいとき

　静岡県では、スマートフォン向け総合防災アプリ「静岡県防災」の運用を開始しまし
た。各種緊急情報の通知から、ハザードマップの確認、平時の防災学習や避難トレー
ニングまで、災害時に幅広く役立つ機能を備えています。

県総合防災アプリ「静岡県防災」▲

https://www.pref.shizuoka.jp/bousai/application.html

※令和 2年 4月からは、英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語にも対応します。

気象情報を詳しく知りたいとき

　静岡県のホームページでは、幅広い情報を地図と重ねて見られる「静岡県 GIS 」を公開してい
ます。その中の「みんなのハザードマップ」では、お住まいの地域の災害リスクを見ることができます。

　サイポスレーダーとは、静岡県が運営する地域密着型防災サイトです。ピンポイント
天気予報をはじめ、防災情報、雨量・水位情報などをリアルタイムで提供しています。

サイポスレーダー▲

http://sipos.pref.shizuoka.jp/

静岡県地理情報システム▲

https://www.gis.pref.shizuoka.jp/

　気象庁のホームページでは、雨雲の動き（高解像度降水ナウキャスト）などでさまざま
な気象情報を提供しています。地域の情報をチェックしましょう。

気象庁▲

http://www.jma.go.jp/jma/index.html
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登録方法は前ページをご覧ください参照

テレビのデータ放送では、天気やニュース、防災情報などを見ることができます。

10枚目のウラ

情報No.1



3枚目のオモテ
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避難準備・高齢者等避難開始避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告避難勧告

避難指示（緊急）避難指示（緊急）

災害発生情報（命を守る最低限の行動とは）災害発生情報（命を守る最低限の行動とは）

　災害の危険が迫って住民の避難が必要になった場合、市は避難に関する情報を発令します。市
民の皆さんは各情報に応じた行動を取ってください。

　すでに浸水が始まっているなど、危険な状況の中での避難行動はでき
るだけ避け、安全の確保を第一に考えます。屋外での移動が危険だと判
断した場合は、自宅か近隣建物の高所へ移動し、救助を待つことも検討
してください。

●人的被害の発生する危険性が高まった状況です。
●家族などとの連絡、非常持出品の用意など避難の準備をお願いします。
●避難に時間がかかる高齢者などの要配慮者※は避難場所などへ避難して
ください。
※要配慮者とは、高齢者や子ども、障がい者など災害のときなんらかの手助けが
必要な人のことです。（これまでは災害時要援護者といわれていました。）

●人的被害の発生する危険性が明らかに高まった状況です。
●対象地域の住民は、避難場所などへ避難してください。
●「まだ、大丈夫」と自己判断せず、早め早めに対応することが命を守
るポイントです。

●人的被害の発生する危険性が非常に高まった状況、あるいはすでに人
的被害が発生した状況です。
●対象地域の住民は、避難をしなければなりません。
●まだ避難していない住民は、直ちに避難してください。

●万一避難できなければ、

避難勧告が発表されていなくても早め早めに行動しましょう

を取ります。「命を守る最低限の行動」

警戒
レベル３

警戒
レベル４

警戒
レベル４

警戒
レベル５

避難に関する
情報とは？ 知って

おこう！



これだけは覚えてもらいたい同報無線放送

●これらのサイレン音は磐田市ホームページ「ページ番号1001141」から確認できます。
●このほかにもサイレン音の種類があります。詳細につきましては、下記を参照してください。
　内閣官房国民保護ポータルサイト国民保護に係わる警報のサイレン音
　

▲

http://www.kokuminhogo.go.jp/arekore/shudan.html#siren

●同報無線の限界について
　「同報無線はやまびこのように音が重なって聞こえたり、家の中ではまったく聞こえないんですが…」とい
う市民の皆さんのご意見を多くいただきます。今の技術では、同報無線だけで正確に情報をお伝えすること
ができません。自分から情報を取りに行く姿勢で同報無線の弱点を補ってください。

●メール配信サービス「いわたホッとライン」から同報無線放送の内容が確認できます。

●磐田市ホームページでは、同報無線放送時に「いわ
　たホッとライン」と連携し、メール配信内容を自動で
　表示しています。（　　）

同報無線が聞こえないのですが……Point

どんなとき そのときの行動放送の種類

ポロンポーン・ポロンポーン
（緊急地震速報チャイム音）

3秒サイレン吹鳴後
2秒休止×3回 大津波警報が発表されたとき

5秒サイレン吹鳴後
6秒休止×2回 津波警報が発表されたとき

緊急地震速報

大津波警報

津波警報

津波注意報 10秒サイレン吹鳴後
2秒休止×2回 津波注意報が発表されたとき

サイレンの音

普段と違うサイレンが聞こえたら直ちに
身を守る行動をしましょう！

大きな地震が発生し、大きな揺
れがくるまでのわずかな時間

周りの人にも声をかけながら、あわてず
身を守りましょう。

海の中や海岸付近は危険です。直ちに海岸か
ら離れて高い場所に緊急に避難してください。

直ちに海岸や河川から離れ、できるだけ
高い場所に緊急に避難してください。

地震No.1、地震No.4、津波No.1、津波No.2参照

1

1

1

2

3

●その他にも随時、災害に関する緊急情報や避難に関す
　る情報などを更新しています。（　　）2

2

●緊急時の災害情報や通常時の防災情報の収集にもぜひ
　ご活用ください。（　　）3

3
磐田市ホームページ／トップ画面（イメージ）

3枚目のウラ

情報No.3



自主防災活動に
参加しましょう

　大災害が発生すると、行政や消防、警察などの防災機関が十分に対応できない可能性がありま
す。そんなとき力を発揮するのが、「自主防災会」です。「自分たちの町は自分たちで守る」とい
う心構えで、自主防災会の活動に積極的に参加し、災害に強い地域をつくりましょう。

　平常時と災害時における自主防災会の役割を把握し、いざというときに組織力を発揮できるよう、
平常時からみんなで協力し合いながら防災活動に取り組みましょう。

　役割分担を明確にして訓練等を実施し、緊急時に役立つ活動につなげましょう。

自主防災会の役割

平常時の活動

災害時の活動

　防災についての正しい知識
を地域に普及させるために、
防災イベントの実施や防災地
図の作製などを通じて防災知
識の普及をする。

　各家庭の防災用品の点検、
防災倉庫の備品や消防水利の
確認、燃えやすいものの放置
状況、ブロック塀や石垣、看
板、自動販売機など、倒れや
すいものの点検など。

　消火活動、応急手当、救
出・救護、避難誘導など、災
害時に必要となる資機材を準
備し、定期的に点検や使い方
を確認する。

　日ごろから災害を想定し、
運営訓練、避難誘導訓練、初
期消火訓練、応急救護訓練、
情報収集・伝達訓練、炊き出
し訓練など、防災活動に必要
な知識や技術を習得する。

知識の普及

資機材の整備

巡視・防災点検

訓練の実施

避
難
所
の
運
営

●避難所の準備
　避難所施設の状況確
認、避難者の居住場所
と業務の割り振りなど。

●避難誘導
　地域住民等の安否確
認、避難所への誘導、
要配慮者の安否確認・
援助など。

●食料・物資関係
　備蓄食料や救援物資
等の避難所への運搬お
よび配布、炊き出しな
ど。

●衛生管理
　水の確保・トイレの
清掃、ゴミの搬出保管、
施設内の清掃など。

4枚目のオモテ
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家族との連絡方法を確認しておきましょう

　東日本大震災では、電話がつながらない中、SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）など
のメディアが安否確認に役立ちました。 こうしたサービスを家族や友人とともに普段から使い慣れてお
くことで、いざというとき複数の方法で連絡を取ることができます。

ソーシャルメディアを使って安否確認をしましょう

　東日本大震災では、パソコン（イン
ターネット）を使ったEメールは比較的届
きやすく、多くの人に活用されました。

　携帯電話のメールを利用するのも有効です。災害発生直後はつなが
りにくくなり、相手に届くまでに時間がかかりますが、自分の状況を
随時送信しておくことで、災害用伝言板と同じ役割を果たします。

　災害時、公衆電話は優先的に回線が確保されます。
また、災害時には被災地の公衆電話は無料で使えます
（国際電話は使えません）。ただし、旧型の公衆電話
（グリーンの本体とシルバーのボタン）の場合、10円玉かテレホン
カードを入れないと電源が入りません。被災地以外で使用する場合も、
テレホンカードや10円玉を持っていると便利です。

携帯電話のメールを利用 パソコンのEメールを利用

公衆電話を利用 携帯電話の「災害用伝言板」を利用

　災害時、最も心配になるのは家族の安否です。東日本大震災では通信回線がつながりにくくな
り、安否確認に手間取りました。複数の手段で連絡が取れるようにしておきましょう。

　東日本大震災を受け、学校などでは、気象警報や土
砂災害警戒情報などが発表されたり、実際に災害が発
生したときに備え、帰宅や家族への引き取りルールを
つくっています。引き取りルールは各施設によって異
なるので、施設に確認して家族全員がわかるようにし
ておきましょう。

学校などでの家族の引き取りルールを確認しましょう
学校などで被災した場合
●家族への連絡体制はどうなっているのか
●施設の避難誘導体制はどうなっているのか
●家族への引き渡し方法はどうなっているのか
●すぐに引き取りに行けないときはどれくらい
　保護してもらえるのか

■音声による連絡方法

伝 言

再 生
1

9
1 固定電話の番号をダイヤルする

伝言を聞きたい相手の電話番号をダイヤルする

録音

再生

1 終了

※ガイダンスが流れるので、その指示に従って落ち着いて録音・再生をしてください。

●NTTドコモでは、災害用音声お届けサービスという連絡方法があります。

●NTT西日本災害用伝言ダイヤル 1 17 を使う

　ご自身の安否情報を文字で登録するこ
とができ、登録された安否情報は携帯電
話やパソコンから確認できます。詳細に
ついては、各携帯電話会社にお問い合わ
せください。

　震度6弱以上の地震など大きな災害の発生により、被災地へ電話がつな
がりにくくなったとき利用できるようになる声の伝言板です。

音声・文字による連絡方法を知っておきましょう

21 17

XX-XXXX-XXXX

XX-XXXX-XXXX

携帯電話や公衆電話からもかけられます

やって
みよう！

4枚目のウラ
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　大規模災害発生時は、道路の損壊などによって物
の流れがストップします。被害の程度が大きくなる
ほど復旧は遅れ、救援物資が届くのに時間がかかり
ます。従来、水や食料品などの備蓄品は3日分程度
を備えるよう推奨されてきましたが、これはあくま
でも最低限の目安です。東日本大震災の教訓を踏ま
えると、できれば1週間分以上は備蓄しておきま
しょう。また、備蓄食料のうち3日分はできるだけ
調理不要なものを用意しておきましょう。

非常持出品・備蓄品を
準備しよう

数日間は「備蓄品」で乗り切る

「災害時の必需品」を検討する

「非常持出品」を手近に備える

　災害は突然発生します。仕事などで外出中に被災
して交通機関がストップした場合には、安全が確保
されるまで勤務先などにとどまる必要があります。
自宅で被災した場合もライフラインが止まってしま
えば日常生活に重大な支障を来します。大規模災害
で復旧が遅れることもありえます。「自分にとっ
て、わが家にとって」災害時に必要な物を整理し、
いざというときに備えましょう。

　非常持出品は、建物が倒壊する恐れがあるなど災
害の危険が迫って避難する際に自宅から緊急的に持
ち出す品々です。避難場所で1～2泊できるくらいの
水・食料・生活用品を準備しておきたいところで
す。とっさの場合ですから、あれこれ物色している
余裕はありません。日ごろから非常持出袋などにま
とめ、すぐに持ち出せる場所に用意しておきましょ
う。

1週間分以上備える

やって
みよう！

2～3日分備える

最低限備える

5枚目のオモテ
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防災用品チェックリスト

家庭で自活するためにも、水、食料とも
1週間分以上の備蓄をお願いします。

※コピーをとって年に1度はご家庭の備蓄品
　状況を確認してみましょう。

カセットコンロ
ガスボンベ

アルミ箔

携帯電話充電器

生理用品

日用品

衣料
下着

補水用具

簡易トイレ

やかん
ストーブ

チェック備品量の目安品　名

防寒用品
雨具

タオル

トイレットペーパー
ウェットティッシュ

ロウソク
ライター（マッチ）

電話番号メモ

保険証
運転免許証
のコピー

筆記具
メモ帳

現金
預金口座番号
のコピー

チェック備品量の目安品　名

飲料水

食　物

嗜好品
お菓子など

ラップ類

食器類
缶切り
ナイフ

ラジオ
懐中電灯

乾電池

救急用品
常備薬

ヘルメット
帽子・靴

チェック備品量の目安品　名

例）
水を入れる
ポリタンク（20ℓ）

5個

チェック数量 備品の理由やポイント備蓄品名
家族4人で1日に1
人3ℓ使うから７日
分で８４ℓ

簡易ウォーターバッグ、空
のペットボトルやポリタンク

多めに

各1セット

多めに

1基

3本程度

1台

1戸に1個
ビニール袋は多めに

やかん1個
ストーブ1台

使い捨てカイロ（1人最低
4枚）、毛布、エマージェン
シーブランケット
雨合羽など1人最低1枚

1セット

各1通

電話番号帳（記入済み）1冊

ロウソク3本程度
ライター（マッチ）
一つ

持出袋に一つずつ

なるべくたくさん

現金2万円程度
コピー1枚

食料は最低3日分。できれ
ば7日分以上用意すると
良いです。一部は持出袋
に入れておきましょう。

1人1日3ℓ、最低3日分、で
きれば7日分以上用意して
おきましょう。一部は持出
袋に入れておきましょう。

各1つ（1足）

機器にセットされたもの＋
各機器予備分

ラジオ・懐中電灯とも1台
以上

各1セット

食品用ラップ
フィルム
2本程度

適量

消毒液・包帯・絆創膏、
ガーゼ、お薬手帳のコピー
など

非常持出袋に入れておくもの 被災直後から必要な物品。 備蓄品

その他「わが家の備蓄品」を話し合ってみよう！

長時間の生活に必要な物品。

例）
ホイッスル 1個 小型の懐中電灯 1個

1本 常備薬ペットボトル 数日
分

数量数量 品名品名

日頃から外出時などに持ち歩く減災

1週間の目安（1人分）

ローリングストック法（回転備蓄）

●これらの食材で1週間分の献立ができるか考えてみま
しょう。
●缶詰、乾物などの食材は、定期的に消費する習慣をつけ
ましょう。
●消費したら買い足し、常に新しいものを確保しましょう。
●缶詰、レトルト食品は、普段から食べ比べてお気に入り
の味を見つけましょう。

　日ごろ使う食材や非常用の食料品を、消費
しながら備蓄していく方法。また、古いもの
から先に使うように収納を工夫すると上手
に循環できます。飲料水などは、家のスペー
スを活用し、備蓄していきましょう。

食料品の一例
レトルト食品、缶詰、インスタン
トラーメン、パスタ類、調味料、根
菜類（常温で保存できる野菜）、フ
リーズドライの野菜、ドライフ
ルーツなど

　食べ慣れない、おいしくない食事だとストレスになります。非常時だからこそ、
普段から食べ慣れているものが気持ちを安定させ、困難を乗り切る力となります。

カセットコンロ・カセットボンベ

1日3リットル×7日=21リットル 3食×7日=21食
ボンベ1本で1.5リットルのお湯が
約10回つくれます。

あたたかい食事を調理するため
備蓄しておくとよいでしょう。飲料水 食料

5枚目のウラ
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いざというときの
応急手当

　災害時は、けが人が出ても公的救急機関がすぐに駆けつけられるとは限りませんし、ライフラ
インもすぐには復旧できないでしょう。そうした際、重要となるのが事前の知識と備えです。万
が一のときにすぐに対処ができるよう、応急手当の方法を覚えておきましょう。
　消防署などで実施される講習会に積極的に参加しましょう。

　人が倒れていたときには、一刻を争う場合があります。まずは倒れている人の肩を軽くたたきなが
ら呼びかけ、すばやく状態を観察しましょう。意識がない場合にはすぐに心肺蘇生を行うと同時に、
大声で協力してくれる人を求め、救急車を呼びましょう。

心肺蘇生の仕方を覚えておきましょう

※口と口が直接接触することに抵抗がある場合に
は、人工呼吸を省略して胸骨圧迫へ。

※出血や傷があると感染の危険があるため、でき
るだけ人工呼吸用マスクを使う。

※AEDが到着した場合は、除細動を優先して実施
する。

　反応がなければ、
大きな声で助けを求
める。その際、近く
の人に119番通報と
AEDの手配を依頼す
る。

●①傷病者の横に両ひざ立ちになる。
●②胸の真ん中に片方の手のつけ根を置
き、他方の手をその上に重ねる。
●③ひじを伸ばし、胸が少なくとも5セ
ンチ沈み込むよう、圧迫する。

●④1分間に少なくとも100回のテンポ
で圧迫し、これを30回繰り返す。

反応があるかを確認する 胸骨圧迫を行う

　傷病者の胸と腹部
を見て、上がったり
下がったりしていれ
ば「呼吸あり」。動
いていなければ「呼
吸なし」（心停止）と
判断し、すぐに胸骨
圧迫を行う。

反応がないときは、
呼吸を確認する2

1 3

　「胸骨圧迫を30回、人工呼吸を2回」
を1セットとして、この動作をAEDま
たは救急隊員が到着するまで繰り返
す。

心肺蘇生法を実施する5

●①あおむけに寝かせる。
●②片方の手のひらを額に、もう片方
の手の人さし指と中指を下あごの先
に当てて持ち上げ、頭を後ろにそら
す。
●③気道を確保したまま傷病者の鼻を
つまみ、口を大きく開けて傷病者の
口を覆い、約1秒間かけて息を吹き
込む。傷病者の胸が持ち上がるのを
確認する。

人工呼吸　※省略しても可4

　呼吸がある場合は、体を横向きに寝か
せましょう。上の足のひざとひじを軽く
曲げ手前に出し、上になった手をあごに
あてがい、下あごを前に出して気道を確
保する。（回復体位）

6枚目のオモテ
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AEDの設置場所

覚えておきたい応急手当のポイント

　AED（自動体外式除細動器）が到着したら、傷病者に装着し、
AEDの音声指示に従って操作してください。現場にAEDがある場
合は、AEDを優先的に使用しましょう。

AEDの使い方

AEDの装着

アドバイス

　AEDは、駅、空港、競技場、劇場、役所、学校など人が集まりやすい場所に赤やオレンジ色の専用
ボックスに入って設置されています。（磐田市の設置場所は、磐田市ホームページ「ページ番号：
1001227」人命救助-AEDの設置状況から確認できます。）

電気ショックを1回、その後、直
ちに心肺蘇生を再開（2分間） 直ちに心肺蘇生を再開（2分間）

●AEDは2分おきに自動的に心電図解析を始め、そのつど「体から離れてください」などの音声が流
れます。傷病者から手を離し、周囲の人にも離れるよう声をかけてください。

●「ショックは必要ありません」のメッセージを、「心肺蘇生をやめてもよい」と誤解しないようにしてください。

●AEDとは、心停止状態にある心室細動を電気ショックによって除去
（除細動）し、心臓を正常な状態に戻す装置です。
●自動的に傷病者の心電図を解析し除細動の必要性を判断したうえで、
音声メッセージにより必要な処置を指示します。
●心停止から5分以内の除細動の実施が、心停止状態の傷病者の蘇生・
社会復帰の確率を高めます。救急現場にAEDがある場合には、落ち着
いてAEDを使いましょう。

必要あり 必要なし

●やけど

●出血 ●骨折
①出血部分にガーゼやタオ
ルを当て、その上から手
で圧迫する。
②傷口は心臓よりも高い位
置にする。

※感染を防ぐため、ビニール手袋やビ
ニール袋を使用するのが望ましい。

①折れた部分に副木を当てて固定
し、医療機関へ。
②適当な副木がなければ、板、筒
　状にした週刊誌、傘、段ボー
　ルなど身近にあるもので
代用する。その上から
テープでとめてもよい。

①流水で冷やす。
②衣服の上からやけどをした場合は、
無理に脱がさずそのまま冷やす。
③水疱（水ぶくれ）は破らない。
④冷やした後は消毒ガーゼかきれい
な布で保護し、医療機関へ。

●ねんざ
①患部を冷やす。
②靴をはいたまま、上から三角巾や
布で固定する。

チェック！

▲

普段どおりの息をしはじめた場合　 

▲

（嫌がって）動き出した場合　 

▲

うめき声を出した場合
電極パッドをはりつけたまま体を横向き（回復体位）にして観察を続ける。

心電図解析
電気ショックは
必要か？

6枚目のウラ
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　大雨による災害の恐れがある場合、気象庁はさまざまな防災気象情報
を発表します。防災気象情報が出されるタイミングやその意味するとこ
ろを理解し、いざというときの避難に役立てましょう。

大雨などに関する情報と対応

市はこうした情報や、河川水位、過去の災害における被害状況
を総合的に判断して避難に関する情報を発令します。

風水害No.1

●早い段階から気を付けること
●防災気象情報に気を付ける。
●いわたホッとライン、テレビ、ラジオなどから最新の情報を入手する。
●窓や雨戸など、家の外観点検をする。
●避難場所を確認する。
●非常持出品を準備する。
●河川等、危険な場所に近づかない。

集中豪雨から身を
守りましょう 磐田市天竜川浸水想定区域マップ

磐田市太田川浸水想定区域マップ参照

知って
おこう！

●避難準備・高齢者等避難開始
●避難の準備をする。
●避難に時間がかかる方は避難場所
に避難する。

●避難勧告
●避難場所にすぐ
に避難する。

●避難指示（緊急）
●直ちに命を守る行動を取る。（指定緊急避難
場所へ避難するか外出することが危険な
場合は家の中の安全な場所にとどまる）

情報No.2参照

●最新の防災気象情報等に留意し、災害への心構えを高
　めましょう。

●ハザードマップ等で災害が予想される地域や避難先、
　避難経路を確認しましょう。

●既に災害が発生している状況です。
●命を守るための最善の行動をとりましょう。

●市が「避難準備・高齢者等避難開始」を発令する目安
　となる情報です。
●避難に時間がかかる高齢者などの要配慮者とその支援
　者は、避難を開始しましょう。
●その他の人は、避難の準備を整えましょう。

●市が「避難勧告」や「避難指示（緊急）」を発令する目安
　となる情報です。
●速やかに安全な場所へ避難しましょう。
●屋外での移動が危険と判断する場合は、建物内のより
　安全な部屋等に移動しましょう。

警戒レベル 警報・注意報等 住民がとるべき行動

レベル１

レベル2

レベル3

レベル4

レベル5

早期注意情報
（警報級の可能性）

大雨注意報
洪水注意報

大雨警報
洪水警報

土砂災害警戒情報
氾濫危険情報

大雨特別警報 ＊1
氾濫発生情報

＊１　「大雨特別警報」は、台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想される場合に発表されます。
＊２　上表の警報・注意報等のほか、大雨警報発表中に土砂災害や浸水、中小河川の洪水につながるような、稀にしか観測しない雨量であることを知らせる「記録
　　　的短時間大雨情報」があります。

7枚目のオモテ
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洪水予報の種類と市・住民の対応

土砂災害の種類と前兆現象

　主要な河川が氾濫する恐れがある場合、洪水
予報が発表されます。国管理河川は気象庁と国
土交通省が、県管理河川は気象台と県がそれぞ
れ共同して予報を出します。

河川の氾濫に注意しましょう

　大雨などの際、たとえ注意に関する情報が発表されていなくても、近隣の斜面の状態に常に注意
し、次のような前兆現象に気づいたときには直ちに安全な場所に避難してください。避難所に移動す
ることが危険な場合は、上階かがけから遠い部屋に急いで避難してください。

土砂災害に注意しましょう

河川の氾濫や土砂災害
から身を守りましょう

●水位の目安

ふだんの水位

避難準備情報の発表

避難勧告の発令

氾濫注意水位氾濫注意水位
避難判断水位避難判断水位
氾濫危険水位

河川敷

堤防

〈
前
兆
現
象
〉

〈
前
兆
現
象
〉

〈
前
兆
現
象
〉

レベル 2
○○川氾濫注意情報（洪水注意報）

レベル 3
○○川氾濫警戒情報（洪水警報）

レベル 4
○○川氾濫危険情報（洪水警報の危険度分布）

レベル 5
○○川氾濫発生情報（大雨特別警報）

がけ崩れ 地すべり土石流

●近くで山崩れなどが発生
●立木の裂ける音や岩の流れる音がする
●渓流の水が急ににごり、流木などが
まざる　など

●斜面に亀裂が走る
●小石が斜面からぱらぱら落下する
●斜面から異常な音、山鳴り、地鳴り
がする　など

●地鳴り、家鳴りがする
●地面が振動する、亀裂や段差が発生する
●木の枝先のすれ合う音がする（風が
ないとき）　など

氾濫危険水位に到達

氾濫の発生（氾濫水の予報）

・避難判断水位に到達し、さらに水位の上昇が見込まれる場合
・一定時間後に氾濫危険水位に到達が見込まれる場合

氾濫注意水位に到達し、さらに水位の上昇が見込まれる場合

必要に応じて
避難の準備を

避難を完了

いつでも避難でき
る態勢を。必要な
ら直ちに避難

大雨の状況 住民の行動気象情報

※洪水については特別警報の対象とならないので、指定河川洪水予報や水位周知河川の水位に応じた防災対策を取りましょう。

　山腹や渓流の土砂が一気に下流へ押
し流されます。

　雨でやわらかくなった斜面が急激に
崩れ落ちます。最も多い土砂災害です。

　斜面の一部が地下水の影響などで
ゆっくり下方に移動する現象です。

避難準備・高齢
者等避難開始

避難勧告・避
難指示（緊急）

知って
おこう！

7枚目のウラ
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磐田市土砂災害特別警戒区域マップ参照

磐田市天竜川浸水想定区域マップ
磐田市太田川浸水想定区域マップ参照
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西暦 1400年

1600年

1800年

2000年
昭和南海地震1946年
昭和東南海地震1944年
安政南海地震1854年

宝永地震1707年

慶長地震1605年(1662年)

(1968年)

明応地震1498年

安政東海地震1854年

(地震調査研究推進本部の資料をもとに作成)

確実な震源域

確実視されている震源域

可能性のある震源域

説がある震源域

津波地震の可能性が高い地震

日向灘のプレート間地震
（M7クラス）

137年

90年92年

147年

107年

102年

空白域

地震の知識を
身につけよう

　日本列島の太平洋岸では、プレートの潜り込みによる地震が繰り返し起こっています。フィリピン海
プレートが潜り込む東海から四国にかけての海域では、概ね100年から150年の周期で、ほぼ同じ場所
で、ほぼ同じ規模の大地震が繰り返し起こっています。
　駿河湾から御前崎沖では、安政東海地震以降いまだ大地震が発生しておらず、地震のエネルギーが蓄
積されていると考えられており、近い将来、大地震の発生が予想されています。

太平洋岸で起こった過去の大地震と想定震源域

知って
おこう！

繰り返し起こる大地震

　南海トラフ地震の発生可能性が通常と比べて相対的に高まったと評価された場合に、気象庁から「南
海トラフ地震臨時情報」が発表されます。国や市などからの呼びかけ等に応じた防災対応をとりましょう。

南海トラフ地震臨時情報ってなに？

磐田市震度分布マップ参照

●今後の情報に注意しましょう。

●通常の生活。ただし、大規模地震の発生危険がなくなった
　わけではないことに留意しましょう。

Ｍ8.0以上の地震発生後に隣接領域で１週間以内にＭ８クラス
以上の地震が発生する頻度は十数回に１回程度とされています。
●日頃からの地震への備えを再確認しましょう。
●地震発生後では津波からの避難が間に合わない地域では、 
　１週間、 安全な場所に事前避難しましょう。

Ｍ7.0以上の地震発生後に同じ領域で１週間以内にＭ８クラス
以上の地震が発生する頻度は数百回に１度程度とされてい
ます。
●日頃からの地震への備えを再確認しましょう。

●南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、南海トラフ
　沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査を開始し
　た場合等

●巨大地震警戒、巨大地震注意のいずれにも当てはまらな
　い現象と評価した場合

●南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界におい
　て、 マグニチュード（Ｍ）8.0以上の地震が発生したと評
　価した場合

●南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界において、  
　Ｍ7.0以上、Ｍ8.0未満の地震が発生したと評価した場合
●想定震源域のプレート境界以外や、想定震源域の海溝軸
　外側50km程度までの範囲でＭ7.0以上の地震が発生し
　たと評価した場合
●短い期間にプレート境界の固着状態が明らかに変化し
　ているような通常とは異なるゆっくりすべりが観測され
　た場合

情報の種類 発表条件 住民のとるべき行動

調査中

調査終了

巨大地震警戒

巨大地震注意

レベル4

3枚目のオモテ
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第４次地震被害想定
　静岡県では、東日本大震災の教訓を生かし、今後の防災対策の基礎資料として活用するため、
12年ぶりに被害想定を見直し、2つのレベルを想定した「第4次地震被害想定」を策定しました。

みんなで被害を減らしましょう！みんなで被害を減らしましょう！
　市民の皆さん一人一人が、自分でもできることを一つでも多く実践することが、被害を0に近づけ
ることにつながります。

Point

第4次地震被害想定（平成25年発表）
レベル1

震度7の地域 8.5km2 45.4km2 137.5km2

震度6強の地域 54.4km2 106.7km2 25.1km2

浸水面積 1.5km2 1.3km2 16.0km2

浸水深2m以上
の面積 0.3km2 0.4km2 4.8km2

最大津波高 5.1m 6m 12m

最大
津波到達時間 － 15分 19分

全　壊 約6,000棟 約18,000棟 約27,000棟

半　壊 約13,000棟 約13,000棟 約16,000棟

死　者 約240人 約500人 約1,900人

負傷者 約4,200人 約4,700人 約6,500人

地
　震
　動

磐田市の被害

津
　
　
　波

建
物
被
害

人
的
被
害

第3次地震被害想定
（平成13年発表）

レベル2
発生頻度が比較的高く（駿
河・南海トラフでは約100～
150年に1回）、発生すれば大
きな被害をもたらす地震・津
波（東海・東南海・南海 三
連動地震）

発生頻度は極めて低いが、
発生すれば甚大な被害をも
たらす、あらゆる可能性を
考慮した最大クラスの地
震・津波（南海トラフ巨大
地震）

磐田市津波避難
タワー
・津波避難ビル
・津波高マップ

参照

参照
磐田市震度分
布マップ、磐
田市液状化危
険度マップ

3枚目のウラ

地震No.2

※被害が最大となるケースを記載しています。



地震の基礎知識

活断層による地震

海溝型の地震

地震の揺れと被害想定（気象庁震度階級表より抜粋）

　陸側のプレートに蓄積されたひずみのエネルギー
がプレートの内部で破壊を引き起こし、断層ができ
て地震が発生します。この断層（活断層）に大きな
力が加わると、再び破壊されて地震が発生します。
平成7年の阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震）は、
活断層によって起きた内陸型地震でした。

　日本列島が乗っている陸側のプレートに、海側
のプレートが毎年数cmもぐり込んでいます。その
ときに陸側のプレートが引きずり込まれ、プレー
ト同士の境目にひずみが蓄積されます。それが限
界に達したときに、もとに戻ろうと急激に動き地
震が発生します。平成23年3月11日の東日本大震
災は、プレートの境界域における海溝型地震でし
た。

海側のプレートが少し
ずつ陸側のプレートの
下にもぐり込む。

陸側のプレートの先端
部が引き込まれること
でひずみが蓄積する。

ひずみが限界に達した
陸側のプレートが跳ね
上がり、 地震や津波が
発生する。

人は揺れを感じない。
屋内で静かにしている
人の中には、揺れをわ
ずかに感じる人がいる。

屋内で静かにしている
人の多くが、揺れを感
じる。

屋内にいる人のほとん
どが揺れを感じる。

海溝型地震
発生メカニズム

震度

00
震度

11
震度

22
震度

33
震度

44

地震発生のしくみ

1

陸側の
プレート
陸側の
プレート

海側の
プレート
海側の海側の
プレートプレート

海

トラフ（海こう）

2

ひずみの
蓄積
ひずみの
蓄積 海

3

ひずみが
戻ることで
地震が発生

ひずみが
戻ることで
地震が発生

津波の発生

海

「マグニチュード」と「震度」の違い
　地震のエネルギーの大きさをマグニチュード、各地域での地震の揺れの大きさを震
度といいます。東日本大震災では地震の規模を示すマグニチュードは9.0を記録しま
した。この地震により、宮城県栗原市で震度7を観測。宮城、福島、茨城、岩手の4
県を中心に、東北から関東にかけた広範囲で震度6弱以上の揺れに見舞われました。

電灯などのつり下げものは大
きく揺れ、置物が倒れる。

震度

55 大半の人が恐怖を覚え、物に
つかまりたいと感じる。

震度

55 物につかまらないと歩くこと
が難しい。

震度

66
壁のタイルや窓ガラスが壊れ、
ドアが開かなくなることがあ
る。

震度

66
固定していない家具のほとん
どが移動し、倒れるものが多
くなる。 

震度

77
耐震性の低い木造建物は、傾
くものや、倒れるものがさら
に多くなる。強

弱 強

弱

9枚目のオモテ
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1～2分1～2分

3分3分

5分5分

5～10分5～10分

10分～数時間10分～数時間

～3日くらい～3日くらい

地震が起きたらどうする？

●自主防災会等を中心に行動を
●集団生活のルールを守る
●助け合いの心を忘れずに
●要配慮者に心づかいを

●ラジオなどで情報を確認
●電話はなるべく使わない
●家屋倒壊などの恐れがあれば避難し、
　被害がなければ自宅へ戻る

●落ち着いて、自分の身を守る　●火の始末はすばやく
●ドアや窓を開けて、逃げ道を確保する

●生活必需品は備蓄でまかなう　●災害情報、被害情報の収集
●壊れた家には入らないこと　　●引き続き余震に警戒する

●火元を確認、出火していたら初期消火
●家族の安全を確認
●靴をはき、割れたガラス片等に注意し、いったん屋外に避難する
●非常持出品を手近に用意する

●消火・救出活動
隣近所で協力して消火や救出を

●子どもを迎えに
自宅を離れるときには、行き先を書いて！

●隣近所の安全を確認
特に一人暮らし高齢者などがいる世帯には積極的に声をかけ、安否を確認する

●余震に注意

●さらに出火防止を！
ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーを切る

　大きな地震が発生したら、冷静に対応するのは難しいもの。しかし、
一瞬の判断が生死を分けることもあります。地震が起きても「あわてず、
落ち着いて」行動するために、以下の行動パターンを覚えておきましょう。

地震発生

避難生活
では

津波、山・がけ崩れの
危険が予想される地域
はすぐ避難

強い揺れ（震度5弱以上）が始まる数秒から数十秒前
に、同報無線、いわたホッとライン、テレビやラジオ
などで「もうじき揺れること」を知らせてくれます。
ただし、震源に近い地域では、強い揺れに間に合わな
いことがあります。

緊急地震速報

9枚目のウラ
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大きな揺れに備えて
わが家の安全対策

　家の中には地震のときに危険となるものがたくさんあります。室内の家具が倒れ、いざ避難しよう
としたときに家具が出入り口をふさぐようなこともあり、日ごろから家具を固定するなどの安全対策
が必要です。できることから実践し、たえず見直しながら安全を高めていきましょう。

家の中の安全対策ポイント

　部屋が複数ある場合
は、人の出入りが少ない
部屋に家具をまとめて置
く。無理な場合は、少し
でも安全なスペースがで
きるように配置を換え
る。

　就寝中に地震が発生し
た場合、子どもや高齢
者、障がい者などは倒れ
た家具が妨げとなって逃
げ遅れる恐れがあるので
注意する。どうしても置
かざるを得ないときには
食器棚や家具、テレビな
どは固定する。

　いざというとき安全に
避難できるように、玄関
などの出入り口やそこに
至る通路には倒れやすい
ものを置かない。

　家具と壁や柱の間に遊
びがあると倒れやすくて
危険。また、家具の上に
落ちやすいものを置かな
い。

●家の中に、家具のない安全なスペース
　を確保する

●出入り口や通路にはものを置かない

●寝室や子ども・高齢者・障がい者がいる
　部屋には、倒れそうな家具を置かない

●家具の転倒や落下を防止する対策を
　講じる

家具が転倒するとどうなるの？
　建物が無事でも家具が転倒
すると、その下敷きになって
けがをしたり、室内が散乱す
ることにより逃げ遅れてしま
う場合があります。家庭での
被害を防ぎ、安全な逃げ道を
確保するためにも、家具の転
倒・落下防止対策を実践して
おきましょう。

（神戸市消防局調査より）
■阪神・淡路大震災でけがをした人の原因

家具の転倒

棚等の上からの落下物
15.8％

16.4％

48.5％落下したガラス 10.5％
8.8％

逃げようとした
とき転倒

その他

やって
みよう！

10枚目のオモテ
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寝室や出入り口付近で家具を固定できない場合には

扉が開かないよう金具
等をつけ、扉が開いて
も中の食器が飛び出す
のを防ぐ。

食器棚
1本のコードでつるすタイプのものは、鎖
と金具で3か所以上留める。蛍光灯は蛍光
管の両端を耐熱テープで留めておく。直付
けタイプがより安全。

照明器具
煙や熱を感知すると警報音で知らせ
てくれる。消防法改正により家庭で
も設置が義務付けられた。

住宅用火災警報器

飛散防止フィルムを屋
内側にはる。

窓ガラス

なるべく壁面に接近させておき、上部
をＬ字型金具で固定するか、家具の下
に板などをはさみ、壁面にもたれさせ
る。二段重ねの場合は、つなぎ目を金
具で連結する。

本棚・タンスなど

できるだけ低い位置に置き、金具
やロープ、粘着性マットなどで下
面・柱・壁に固定する。

テレビ
ストーブなどの暖房器具は、
対震自動消火装置のあるもの
かどうか確認する。

暖房器具

防炎加工されたも
のを使う。

カーテン

わが家でできる安全対策

自分の上に家具が倒れてこないように、
机などで防御する

家具が倒れてもドアが開くような位
置・向きにする

寝ている位置に家具が倒れてこないよ
うに、向きを工夫する

10枚目のウラ
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雨どいの継ぎ目がは
ずれていないか、落
ち葉や土砂などが詰
まっていないかを
チェックする。雨戸
はたてつけが悪く
なっていないかを
チェックし、問題が
あれば修繕する。

雨どい・雨戸 屋根瓦やアンテナが不安定に
なっていないか確認し、問題
がある場合は補強する。

屋　根

整理整とんし、落
下する危険がある
植木鉢やエアコン
の室外機は配置を
換えるか固定す
る。

ベランダ

倒れないように、
しっかりとした土
台の上に置き、鎖
で壁面に固定して
おく。

プロパンガス

土中にしっかりとした基礎部分がないもの、鉄
筋が入っていないものは補強する。ひび割れや
傾き、鉄筋のさびがある場合は修理する。

ブロック塀自転車や植木鉢など、
出入りの支障となるも
のは置かない。

玄関まわり

玄　関 通　路 非常階段・非常扉

　家の周囲にも災害が発生すると危険なところがたくさんあります。日ごろから危険箇所の点検を心
がけましょう。

一戸建て住宅の安全対策ポイント

避難や通行の妨げにならないように、
自転車などものを置かない。また、
類焼防止のため、古新聞や段ボール
などの燃えやすいものを置かない。

玄関は、脱出口、避難経路として重
要な場所。開かなくなった扉をこじ
開けられるようにバールなどを用意
しておく。

いざというときに安全に避難できる
ように、通行の妨げになるようなも
のを置くのは厳禁。特に非常扉の前
や階段付近には要注意。

11枚目のオモテ

　マンションなどの集合住宅では多くの人たちが暮らしているため、一戸建て住宅とは違った防災対
策が求められます。いざというときに備えて、自主防災会を中心に防災訓練や住民同士の話し合い、
防災設備の点検などに取り組みましょう。

集合住宅の安全対策ポイント

地震No.7
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わが家の耐震対策のススメ
　大地震の発生に備えて、建物や土地の安全性などをチェックし、事前に安全対策をしておきま
しょう。建物の耐震化は、私たちの命を守る最も有効な手段です。

　『プロジェクトTOUKAI（東海・倒壊）－0（ゼロ）』は、昭和56年5月31日以前に建設された木造住
宅の耐震化を促進し、震災時における人命の安全を確保するため進めている事業です。
　専門家による無料診断や、耐震補強工事費の助成を行っています。

わが家の耐震補助制度

　昭和56年5月31日以前に建てられた建物は現行の耐震基準を満たしていない建物が数多くあると
考えています。
　特に、下記のような建物は耐震性が低い場合があります。

わが家の耐震診断をしましょう

木造住宅補強計画策定事業

補強

建替え

■木造以外の住宅の耐震診断に対する補助制度
■危険なブロック塀の撤去・改善に対する補助制度

対象：昭和56年5月以前に建築された木造住宅

■プロジェクト『TOUKAI－0』フロー

※補助申請は事業に着手する前に行ってください。
　事後申請は補助の対象になりません。

精密診断＋補強計画

補助有り補強計画の作成

簡易診断
わが家の専門家診断事業 無　　料

しずおか住宅ローン
優遇制度有り

木造住宅耐震補強事業

補　強　工　事

補助有り補強工事

その他の
補助制度

詳しい
お問い合わせは

磐田市建築住宅課
電話 0538-37-4899
FAX 0538-33-2050

詳しい
お問い合わせは

磐田市地域づくり応援課
電話 0538-37-4751
FAX 0538-32-2353

■家具等固定に対する補助制度

Point

●災害履歴（建物に外見では
わからないダメージを受け
ている恐れがあります)
・過去に風水害や火災に見舞
われたことがある。

●老朽度（建物が古くなると
耐震性が低くなります）
・基礎の腐食、白アリ被害が
あった。
・建具の立てつけが悪い。

●壁の配置（壁の配置のバラ
ンスが悪い住宅は危険です）

・1階部分のある一面がほとん
ど窓になっている。

●建物の形（平面図が長方形
に近いほど耐震性が高くな
ります）
・建物の平面図が凹凸が多い
複雑な形をしている。

南側に壁がない例

▲

北
玄
関

壁

長方形に近い平面

複雑な平面

やって
みよう！

11枚目のウラ
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津波の危険から身を
守りましょう

　東日本大震災の津波は東北地方から関東地方の太平洋沿岸に甚大な被害をもたらしました。津
波から身を守るには、唯一「逃げる」しかありません。揺れを感じなくても津波注意報や警報が
発表されたらとにかく高い場所に避難してください。

　大津波警報（特別警報）・津波警報・注意報は、東日本大震災の教訓を踏まえて、マグニチュード8
を超える巨大地震の場合は、その海域における最大級の津波を想定して発表します。最初の津波警報
では、予想される津波の高さを数値で示さず、「巨大」「高い」という言葉で発表して避難を促すこと
に重点を置きます。津波の予想高は津波情報により公表します。

警報・注意報
の分類 巨大地震の場合

の表現
想定される被害と取るべき行動高さの区分

20cm～1m

1m～3m

3m～5m

5m～10m

10m～

（なし）

高い

巨大

・海の中では人は速い流れに巻き込まれる。
・海の中にいる人は、ただちに海から上がって、
　海岸から離れてください。

・標高の低いところでは津波が襲い、
　浸水被害が発生する。
・人は津波による流れに巻き込まれる。
・沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビルなど
　安全な場所に避難してください。

・木造家屋が全壊・流出し、人は津波による
　流れに巻き込まれる。
・沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビルなど
　安全な場所に避難してください。

予想される津波の高さ

浸水深

平常潮位
（津波のない場合の潮位）

陸地

遡上高
津波の高さ

注：「津波の高さ」とは、平常の海面から、
津波によって高くなった高さのこと

そじょう

津波に関する警報・注意報

津波注意報

津波警報

大津波警報
（特別警報）

磐田市津波避難タワー・
津波避難ビル・津波高マップ参照

知って
おこう！

12枚目のオモテ
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津波から避難するポイント
　津波は地震発生後、あっという間にやってくることがあります。海岸にいるときに強い地震や
長い時間の揺れを感じたら、津波警報の有無にかかわらず、一刻も早くその場を離れて、高台な
どの安全な場所に避難しましょう。

津波から避難する4つのポイント

津波避難タワーや津波避難ビルを知っておこう！
　津波から身を守る大原則は「高台に逃げる」ことです。しかし、さま
ざまな理由で津波から身を守ることが難しい場合があります。そんなと
きは、緊急避難施設として津波避難タワーや津波避難ビルが選定されて
います。どこにあるのかなど、事前にチェックしておきましょう。

　磐田市に想定されている津波は、到達時間が短く避難に十分な時間がとれま
せん。沿岸地域に高台がない磐田市にとって、有効な避難場所になります。

　揺れがそれほどなくても津波が起きるケース
は、過去にもしばしばありました。明治三陸地
震（1896年）では、沿岸で震度3程度だったに
もかかわらず、大津波が押し寄せています。津
波の危険地域では小さい揺れでも、揺れを感じ
なくても、まずは避難を最優先にしましょう。

　東日本大震災では震災直後、沿岸地域に居住
する家族を迎えに行き、津波に巻き込まれた方
が少なくありません。
　あらかじめ家族で避難行動を話し合ってお
き、それぞれがちゃんと避難するという信頼関
係を築いておきましょう。

　すでに浸水が始まってしまった場合などは、
思うように避難できないことが予想されます。
そんな場合は、遠くよりも高い場所、例えば近
くの高いビルなどに逃げ込みましょう。津波避
難タワーや津波避難ビルがあれば、そこに避難
しましょう。

　原則として、車で避難するのはやめましょ
う。東日本大震災の地
震の直後、沿岸部各地
では避難しようとする
車で渋滞が発生。その
ために津波にのみ込ま
れて命を落とした人が
多数出ました。

地震の揺れの程度で自ら判断しない 避難の際に車は使わない

てんでバラバラに逃げよう “遠く”よりも“高く”に

津波避難タワーや津波避難ビルが有効です！

1

3

2

4

Point
磐田市津波避難タワー・
津波避難ビル・
津波高マップ

参照

12枚目のウラ
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主な用語の解説
あ）
・アルファ化米（あるふぁかまい）
お米を炊き上げた後、乾燥させたもの。お湯か水を注ぐだけ
で、煮炊きせずにご飯ができあがる。軽量でコンパクトなた
め非常食や保存食として優れている。食物アレルギーに配慮
した製品もある。磐田市では、災害時自宅から非常食を持ち
出せない人のために約10万食を備蓄。
・いわたホッとライン
携帯電話やパソコンのメールを利用し、防災情報のほか、
さまざまな情報を受け取ることができる。
お問い合わせ 情報政策課：0538-37-4818

か）
・警報（けいほう）
重大な災害が起こる恐れのあるときに、概ね3～6時間前に発
表。ただし、短時間の強い雨に関する大雨警報・洪水警報に
ついては概ね2～3時間前に発表。

さ）
・災害図上訓練（DIG）（さいがいずじょうくんれん）
参加者が大きな地図に避難場所や防災倉庫の位置、危険箇所
などを書き込みながら、地域の災害対策について話し合うも
の。DIGはその手法の一つであり、ゲーム感覚で災害時の対
応を考えることができる。
・指定緊急避難場所（していきんきゅうひなんばしょ）
切迫した災害から一時的に身を守るために避難する場所で、
津波、洪水、土砂災害の種類ごとに指定されています。
・指定避難所（していひなんじょ）
地震や津波などにより、自宅が被災して生活することができ
ない人が避難生活をする場所。主に学校等の公共施設が各地
区程度に指定されている。避難者により運営組織を編成して
避難生活を運営する。
・心的外傷後ストレス障害（PTSD）
 （しんてきがいしょうごすとれすしょうがい）
震災などの強烈なショック体験や強い精神的ストレスが心の
傷となって、時間がたってからも恐怖感、無力感、悪夢、
眠れないなどのさまざまなストレス障害を引き起こす疾患。
（このようなつらい症状が続いているときは、専門機関に相
談してください。）
・ソーシャル・ネットワーキング・システム（SNS）
インターネット上で共同社会を形成し、利用者同士がさまざ
まな形で意見を分かち合うことができる会員制サービス。
た）
・第3次地震被害想定（だい3じじしんひがいそうてい）
阪神・淡路大震災から得られた教訓や災害対策の現状及び研
究成果などを被害想定に反映し、平成10年度から12年度ま
での3か年をかけ策定。

・第4次地震被害想定レベル1（だい4じじしんひがいそうていれべる1）
100年～150年に一度の頻度で発生し、大きな被害をもたら
す地震。

・第4次地震被害想定レベル2（だい4じじしんひがいそうていれべる2）
千年～数千年に一度の頻度で発生し、甚大な被害をもたらす
地震。

・注意報（ちゅういほう）
災害が起こる恐れのあるときに発表。短時間の強い雨に関す
る大雨注意報・洪水注意報については概ね2～3時間前に発表。

・東海地震（とうかいじしん）
静岡県の中西部を震源域に発生すると考えられている地震。

・東南海地震（とうなんかいじしん）
愛知県沖から三重県沖を震源として発生すると考えられている
地震。

・特別警報（とくべつけいほう）
数十年に一度の雨量や、雪量、風が吹く等が予想される場合
に発表する。（津波については、3メートルを超えると予想さ
れる場合、大津波警報を特別警報扱いとする。）

・土砂災害警戒情報（どしゃさいがいけいかいじょうほう）
大雨による土砂災害発生の危険度が高まったとき、市町村長
が避難勧告等を発令する際の判断や住民の自主避難の参考と
なるよう、静岡県と静岡地方気象台が共同で発表する防災情
報です。

・トラフ
海底の溝。

な）
・南海地震（なんかいじしん）
和歌山県沖から高知県沖にかけて発生すると考えられている
地震。

・南海トラフ地震（なんかいとらふじしん）
駿河湾から九州東方沖まで続く深さ4,000メートル級の海底の
溝を震源とした地震。（東海、東南海、南海の3つが同時に発生
するマグニチュード9クラスの地震を南海トラフ巨大地震と呼
ぶ。）

は）
・避難所運営ゲーム（HUG）（ひなんじょうんえいげーむ）
避難所の運営を模擬体験するもので、平成19年に静岡県が開
発した。指定避難所の体育館や教室に見立てた大きな紙に、
避難者に見立てたカードを配置していき、カードをどれだけ
適切に配置できるか、また避難所で起こるさまざまな出来事
にどう対応していくかを考えることができる。
・避難場所（ひなんばしょ）
自主防災会が定めた公園や広場、公会堂などの安全な場所で、
大規模災害発生時にご近所の皆さんが避難や集合に使う場所。
・防災・減災（ぼうさい・げんさい)
防災とは、災害を未然に防止し、災害が発生した場合における
被害の拡大を防ぎ、災害の復旧を図る取り組み。しかし、災害
による被害を完全になくすことは不可能で、地域の防災力を上
回る災害が起こった時、その被害を最小限に食い止めるための
取り組みを減災という。

知って
おこう！

登録手順参照

情報No.3、風水害No.1、風水害No.2、津波No.1参照
情報No.3、風水害No.1、津波No.1参照

情報No.3、風水害No.1、風水害No.2、津波No.1参照

地震No.2参照

地震No.2参照

地震No.1参照

地震No.1参照

風水害No.1参照

地震No.1参照

地震No.3参照

地震No.2参照

ハ　グ

ディグ
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わが家の防災メモ

禁無断転載ⓒ東京法規出版

電話番号 連絡先 電話番号連絡先

磐田市役所
危機管理課 0538-37-2114

0538-37-48080538-37-0110

消防署・分遣所

磐田警察署

ガス会社

電力会社

かかりつけの病院

磐田市役所
道路河川課

家族の緊急連絡先

緊急連絡先

名　前

電　話

携帯電話の電話帳機能は、バッテリーが切れると使用できなくなります。
いざという時に備え、連絡先を書き留めておきましょう。

電　話

電　話

電　話

携　帯

メールアドレス

携　帯

メールアドレス

携　帯

メールアドレス

携　帯

メールアドレス

職　場／学　校 血液型 携帯電話／メールアドレス

あらかじめ記入し、家族みんながわかるようにしておきましょう。

●①火事か、救急かを伝える
●②自分の名前と住所を伝える。住所がわから
　なければ、目印となる建物を伝える
●③何が燃えているのか、傷病者はどんな状態
　なのかを伝える
●④安全な場所で救急車・消防車を待つ
●⑤AEDが使える状態か判断する

緊急通報は落ち着いて！

119番
火事・救急

災 害 時 の 緊 急 連 絡 先

磐田市防災ファイルに関するお問い合わせ先
●磐田市総務部危機管理課  0538-37-2114

●磐田市災害対策 本部（本　　庁・危機管理課）
支部（福田支所・市民生活課）
支部（竜洋支所・市民生活課）
支部（豊田支所・市民生活課）
支部（豊岡支所・市民生活課）

0538-37-2114
0538-58-2370
0538-66-9100
0538-36-3150
0539-63-0020

●消防・救急  119●警察  110 ●磐田市消防署  0538-37-0119

13枚目のウラ
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